

















 関西外国語大学留学生別科（以後別科）は創立 35 年を経た。1992 年に小山（1992）







1. はじめに   








に派遣されている。）交換提携校は現在 50 カ国・地域、294 大学、05/06 年度の留学
生数は 668 人である。交換学生以外の個人での留学は１割弱である。 
２． 本国の大学に在籍していて本学で履修した科目を卒業科目として持ち帰る、いわゆ
るジュニアーイヤーアブロードの 3，4 年生の学生がほとんどである。 
 - 161 - 
 
３． 留学期間は短期留学で 1 年、1 学期と選択でき、学期制もアメリカ等に合わせて 9
月開始の秋学期と 2 月始まりの春学期がある。 
４． 必須の日本語以外はすべて英語で授業が行われるため英語を母国語とするか、講義
















表２で示されるように 90/91 年までは、米国からの学生が一番多く、全体の 90％以上
を占め、2 位がイギリスであった。現在でも米国の学生数が一番多いことに変わりはな
いが、90/91 年度は全体の 91.2％、95/96 年度は 69.6％、00/01 年度は 58.3％、05/06
年度は 55％とその割合は減少してきた。90/91 年度は第 1位の米国と第 2位の英国を合
わせると全体の 96％も占めていたが、その後国籍が多様化して、第 2位の英国にオース
トラリアが取って代わり、第 3 位は北欧のスウェーデンと国が変わってきた。05/06 年
度では学生の 45％の 300 人が 49 カ国・地域の 101 大学から来ており、その国籍の多様
化は著しい。出身地域で見ると最近 10 年の学生は、1位北アメリカ約 60％、2位オセア













              表２ 学生の出身国の推移 
人     年度 90/91 95/96 00/01 05/06 
アメリカ 330(91.2%) 245(69.6%) 243(58.3%) 368(55.1%) 
オーストラリア 3(0.8%) 61(17.3%) 54(12.9%) 55(8.2%) 
スウェーデン 3(0.8%) 11(3.1%) 15(3.6%) 36(5.4) 
カナダ 1(0.3%) 5(1.4%) 20(4.8%) 20(3%) 
オランダ 0 1(0.3%) 12(2.9%) 15(2.2%) 
イギリス 17(4.7%) 10(2.8%) 8(1.9%) 13(1.9%) 
ノルウェー 0 0 2(0.5%) 13(1.9%) 
メキシコ 0 0 6(1.4%) 13(1.9%) 
フランス 2(0.6%) 2(0.6%) 7(1.7%) 12(1.8%) 
韓国 0 0 5(1.2%) 11(1.6%) 
フィンランド 0 1(0.3%) 4(1%) 9(1.3%) 
香港 0 0 4(1%) 8(1.2%) 
ドイツ 0 2(0.6%) 2(0.5%) 7(1.0%) 
アルジェンチン 0 0 6(1.4%) 7(1.0%) 
イタリア 1(0.3%) 0 0 6(0.9%) 
シンガポール 0 3(0.9%) 0 6(0.9%) 
エクアドル 0 1(0.3%) 2(0.5%) 6(0.9%) 
台湾 0 0 4(1%) 5(0.7%) 
デンマーク 5(1%) 0 4(1%) 5(0.7%) 
コロンビア 0 0 2(0.5%) 5(0.7%) 
ベルギー 0 0 1(0.2%) 4(0.6%) 
南アフリカ 0 0 2(0.5%) 4(0.6%) 
スペイン 0 0 1(0.2%) 3(0.4%) 
トルコ 0 0 0 3(0.4%) 
レトアニア 0 0 3(0.7%) 3(0.4%) 
ラトビア 0 0 0 3(0.4%) 
ニュージーランド 0 9(2.6%) 4(1%) 3(0.4%) 
ケニア 0 0 0 3(0.4%) 
その他 0 1(0.3%) 6(1.4%) 22(3.3%) 
合計 362 352 417 668 
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2.3 男女比   
                     表３ 学生の男女比の推移 
 性別 81/82 86/87 90/91 95/96 00/01 05/06 
全学年 男 46% 50％ 50.5％ 44％ 50％ 51％ 
 女 54 50％ 49.5％ 56％ 50％ 49％ 
日本語上
級クラス 
男 100％ 69％ 58％ 56％ 47％ 35％ 







 留学生の日本語レベルは 76 年当初は別科に入学して初めて日本語を勉強するかほん
のさわりだけを勉強してきたいわゆる初級の学習者が 7～8 割を占めていた。しかし、
88 年あたりから 1～2年日本語を学習してきた中級の学習者が増え、90 年代では初級と
中級の割合が逆転した（大川他 1998）。表４、図２で見られるようにその後 2000 年頃か
ら、初級中級は大体同じ割合にそろってきた。3～4年日本語を学習してきた上級の学習
者の割合は 90 年代に 20％を超えるかと思われた時期もあるが、割合としては全体的に
約 10％と一定である。                     
             
 
表４ レベル別学生比率の推移 




















              10 10 18 17 19 16 14 15 18 19 15 16
初級 70 52 53 52 40 40 41 36 36 60 43 43 44 46 52 51 39 48 44
中級 25 37 38 39 50 50 50 50 53 18 39 53 44 62 36 36 43 38 43
上級 7 11 10 9 11 11 10 17 12 17 17 10 17 12 12 13 9 14 12
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未学習 初級 中級 上級
        
当初は別科に来て初めて日本語を学習する学生が多く、81/82 年度に日本語の既習者








以上をしめ、自然科学系その他がわずか 13％であった。（小山 1992）。今回 95/96 年の
専門の資料が散逸しているので、00/01 年、05/06 年の資料を表５にまとめてみた。 
 
              表５ 学生の専門分野の推移 
           年度 
専門 
90/91 00/０１ 05/06 
日本アジア関係 28% 18% 25% 
経済系 28% 28% 21% 
政治国際関係 24% 9% ８% 
自然科学 5% 2.4% 2.4% 
その他 8% 42.6% 43.6% 
不明、未定 7%   
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3. プログラム 
3.1 クラス  
当初よりオリエンテーション時に行うプレースメントテストの結果によってクラス




















と呼ぶようになった。JPN7 は 1998 年秋までで消滅し、1999 年春学期からは代わりに新
たなアカデミックジャパニーズが誕生した。日本語をもっと勉強したいという学生のた




会話は 50 分授業が週 5 コマ、読み書きは 3 コマある。基本的には月曜日から金曜日
まで 1 日に 1 コマであるので、会話は毎日クラスがある。但し、上級クラスは話し合い




っていない。50 分 1 コマが 1 単位で会話が 5 単位、読み書きは 3 単位、日本語以外のア














1999 年春学期から上級 301、302 のさらに上のアカデミックジャパニーズクラスを開
講した。4 月に始まり 7 月に 1 学期が終わるセメスター制が取られていた穂谷キャンパ











に 2000年秋学期から Introduction to Japanese Writing Systemという 1単位のコースを作っ
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た。このコースは普通の読み書きレベル１の中に組み込まれ、ひらがな、カタカナ、漢

























学生もでるという欠点からこの試みも 2006 年秋から、元の読み書き５，６に戻した。 
 
3.2 時間割 
時間割は 1997 年まで 9 時 10 分から 10 分の休憩をはさみ、12 時まで 3 時限しかなか
ったが、留学生の急増で 1997 年秋学期から 9 時 5 分始まりで 10 分ないし 15 分休憩を
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はさみ 4 時限授業で午後 1 時までとした。1998 年にまた、9 時 10 分から途中 10 分休憩
で 3 時限行い 12 時までとした。 
2000 年秋学期にまた 9 時 5 分から 1 時まで休憩が 10 分ないし 15 分で 4 時限、1 時に
終わる時間割になったが、始まる時間が不規則でわかりづらく、翌 2001 年春学期から
















とになった。実習生の人数の推移は図 3 のようになる。 
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実習生にとって初級レベルを受け持つのが普通であるが、H17 年度の実習生が多い時
は中級クラスを担当する実習生も出た。実習期間は秋学期 2 回、春学期 1 回それぞれ 3
週間にわたって実施される。インターン生は初年度の 90 年度は 3 名、95 年度 6 名、00













 日本語教員の数の推移は図 1 にも載せたように 81 年度は専任 4 名、非常勤 1 名で各
学期 70 名の学生に、86 年度は専任 8 名で各学期 150 名の学生に、91 年度は専任 11 名、
非常勤 1 名で各学期 250 名の学生に日本語教育を行なっていた。95 年度は専任 10 名、
非常勤 2 名で各学期 250 名の学生に、01 年度には専任 10 名、非常勤 5 名で各学期 300







や秋学期とほぼ同数になる現象がおこってきた。春学期の 2 月から 3 月の間秋学期には
開講されないアカデミックジャパニーズの準備コースを担当する教員が余分に必要と
なるので、秋学期より学生数が多くなると教員が不足する恐れが出てくる。 
当初より学期末に Course Evaluation を学生に書いてもらい、教員の自己の教授法を反
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省し研鑽する方法の 1 つとしている。 
 
3.4 教室・施設 
片鉾キャンパスは、82 年に完成したメインキャンパスと道ひとつ隔てた 3 階建ての谷
本国際交流会館が別科の建物であった。学生数 200 名まで十分対応できるよう考えてい
たが、88 年春学期には 200 名に近づき 90 年春学期には 200 名を超えてしまい、学生数
の急増に追いつかず、あっという間に手狭になった。LL を教室として利用したり、大
きな講義教室を改造して教室数を増やしたり、2 つのセクションの文法の講義クラスを
合同で行うなど工夫して耐えていたが、2002 年 4 月に現在の中宮キャンパスに移ってき
た。今度はキャンパスの中に位置し、交換留学に関係する日本人学生だけでなく一般の
日本人学生も気軽に出入りできるようになった。今回は学生数 500 名まで対応できるよ
う計画されているが、05 年春学期には 400 名を超え手狭になり、500 名を超えるのは時
間の問題かと思われる。新しいコンピュータラボは、自習室（38 台）１つ、クラス使用

















2005 年夏第 4 国際交流セミナーハウスが完成し 330 人総定員になった現在、希望の学生
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を収容できるようになってきた。現在各棟１～2 名の RA(Residence Assistant）の日本人
学生とルームメートプログラムを希望する日本人学生と約 300 名の留学生がセミナーハ
ウスに住んでいる。ホームステイとセミナーハウス、アパート（キャンパス外）に住む
学生の割合は表６にしめす通りである。90/91 年の資料が散逸しているので 95/96 年度、
00/01 年度、05/6 年度の変化を見る。最近では、ホームステイでは食事が付いていて外食
できない、自由な時間が取れない、通学時間、通学手段になれない等の理由でセミナー
ハウスを望む学生が増えている。   
表６  学生の住居の種類と推移 
  95/96 00/01 05/06 
セミナーハウス 女 44 115 182 
 男 39 128 160 






ホームステイ 女 124 127 136 
 男 91 121 166 






アパート 女 23 35 6 
 男 20 57 18 






 総計 341 名 583 名 668 名 
 
3.6 教科書 
初級会話用として 84 年度から An Introduction to Modern Japanese(The Japan Times)
を使用していたが、1995 年に外大の留学生のニーズ分析を行い、『げんき』の試用版を
作成し試用、改訂を繰り返し、1999 年に出版された『げんき』Ⅰ、Ⅱを JPN1、2、3 で
使用している。中級用はJapanese For You（大修館）, An Introduction to Advanced Spoken 





シュミレター』『サザエさん』JPN4 では『シコふんじゃった』、上級クラスの JPN5 では
『Shall We ダンス？』を主に使っている。読み書き 1、2、3 は独自の教材を開発使用
していたが、会話の教科書にあわせて『げんき』を使用することにした。読み書き 4 は





きた素材で学ぶ中級から上級への日本語 Authentic Japanese: Progressive from 
Intermediate to Advanced』(The Japan Times) 『大学・大学院留学生の日本語②（作
文編）』（アカデミック・ジャパニーズ研究会）など担当者がジャンルによって変えてき
た。アカデミックジャパニーズの準備コースのニュースのコースでは生教材、
















































3.7.2.1 Japanese Only Policy 
クラスの時間は限られているので、出来るだけ日本語使用を浸透させるべく、2002 年
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作り、2002 年春学期にその割合を 40％で始めた。効果はあまり見られず 2004 年春学期
に 30％に変更し、厳しくして初めて機能し始めたようだ。不合格の科目が１つでもある
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